
学校名
教育利用・
校務利用

実践事例の概要 様式

北部中学校
【指定校】

教育利用
①「生成AIを学びに生かすまでの段階的な取組」
・「生成AI自体を学ぶ」から「生成AIの使い方を学ぶ」まで

B-1

北部中学校
【指定校】

教育利用
②「中学校社会科授業における生成AIの活用実践」
・個別最適な学びのツールとしての生成AIの活用方法

B-2

熊本市立北部中学校（熊本県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例一覧】

様式A



＜教育利用＞ ① 「生成AIを学びに生かすまでの段階的な取組」

熊本市立北部中学校（熊本県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

生成AI自体を学ぶ（教職員）

「そもそも生成AIとは何なのか」「子どもにどの
ような学びをもたらすのか」など、専門家から話
を聞いたり、書籍からヒントを探し出したりと初
歩的な疑問の解決や不安の解消を行った。そして
目指すべきゴールを設定し、共通理解を図った。

生成AI自体を学ぶ（生徒）

「日常生活とAI」「生成AIの仕組み」「利便性、
リスク、留意点」等について３回にわたってオン
ラインで生成AIに関する基礎知識の定着を図った。
その後、保護者へ「学習における生成AI活用の同
意書」を配布し、周知する中で協力を呼び掛けた。

使い方を学ぶ（生徒）

基本的な操作は「使いながら」学んでいく。そ
の後、よりよい回答を引き出すため、全10回の対
話スキルトレーニングにチャレンジした。生徒は、
プロットの重要性や検索エンジンとの違いを感じ
取りながら、活用パターンを習得していった。



＜教育利用＞ ② 「中学校社会科授業における生成AIの活用実践」

熊本市立北部中学校（熊本県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

自分の考えをより根拠のあるものに練り上げる場面での活用

自分の考えを整理する中で新たに生じた疑問を
解決する場面で活用した。生成AIに壁打ちしてい
く中で新たな課題を発見した生徒は、多角的な見
方・考え方を習得することができた。心配してい
た生成AIの考えに依存する生徒はほとんどいない。

他者との意見交換の場面での活用

協働的な学びの場面において、パートナーの一
員として生成AIを活用した。その中で生成AIの意
見で解釈が異なることに気づき、検索エンジンを
用いてファクトチェックする姿も見られた。思考
の広がりから深まりへと学びが変容していった。

課題解決学習で使用して初めてわかったこと

生成AIにすべてを委ねるのではなく、あくまで
も思考判断するのは自分自身であることを認識し
ている生徒は多かった。また使用の不安も抱えつ
つ、その有効性も感じとっていた。特に個別最適
な学びの推進に大きな効果をもたらしている。


